
（企画展「縄文土器の年代Ⅱ」の様子）
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　ようこそ！    
ＪＯＭＯＮ  

 　ワンダー　
ランドへ！

　「ＪＯＭＯＮワンダーランド」は、「な

ぜ？」、「どうして？」がいっぱい。魅

力いっぱいの縄文時代へ。

特
集

１表紙の　枚

文：三浦　武司（専門学芸員）

　去る２月 18 日（日）に開催された「まほろん冬まつり」での一コマ。常設展示室の一角で行わ

れた、まほろんボンラティアの皆さんによる紙芝居の様子です。当日は好天にも恵まれて、予想を

はるかに上回る 900 名近い方々にご来館いただき、館内では子どもたちの歓声が響いていました。

ボランティアの皆さんも、楽しそうな子どもたちの姿に、大きな手ごたえを感じていたようです。

　キミたちは、「縄
じょうもんじだい

文時代」って聞くと、何をイメー

ジするかな？

　「なんか生活大変そう。」、「縄文ドキ！」、

「毎日、おなかすいてそう。」、「狩
か

り！」。

　でもでも、遺
い せ き

跡を発
はっくつちょうさ

掘調査したり、科学のチカラで

調べたりすると、いろいろなことが分かってきました。

　縄文時代の人々は、１万年以上もの長い間、「動物を狩る、

木の実などの植物を集
あつ

める、魚などをとる」ことで暮
く

らして

表紙の　枚

　去る２月 1

れた、まほ

はるか

ボラ

ねん土で作ったキノコ

（南相馬市小池田遺跡）

ねん土で作った動物

（磐梯町角間遺跡）

ドグウ（郡山市荒小路遺跡）

きました。どうして、そのような暮らしをした縄

文時代が長い間続
つづ

いたのかな？　自然を上手に利

用して、知
ち え

恵と技
ぎじゅつ

術で生活していたと考えられるよ。縄文人の生

活は、自然にやさしいエコライフだったんだね。

　遺跡からは、ときどきドグウと呼ばれるねん土
ど

でできた人
にんぎょう

形

が発
はっけん

見されるよ。だれをモデルにしているのかな？何のために作ったのかな？

分からないとことがイッパイだ。でも、じっくり観
かんさつ

察すると、縄文時代の人々

の暮らしがわかることもあるんだ。そして、オッパイや

お腹
なか

の大きなドグウがあるから、　家
か ぞ く

族の安
あんぜん

全や豊
ゆた

かな

暮らしをお願
ねが

いするための道
ど う ぐ

具だったのかもしれないね。

　このほかにも、企
きかくてん

画展　　　　　　　　　　　　　　　で

は、「実はスゴイ！」　「実はオドロキ！」　「実はフシ

ギ！」な縄文時代の学
がくしゅう

習をすることができるよ。キミたち

が思っているＪＯＭＯＮ（じょうもん）のイメージが変わっ

ちゃうかも…
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コ
ラ
ム

特
集
展
「
戊
辰
戦
争
と
考
古
学
」

文
：
小
暮　

伸
之
（
専
門
学
芸
員
）

　

平
成
29
年
度
特
集
展
「
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
と
考
古

学
」（
会
期:

平
成
29
年
12
月
16
日
〜
平
成

30
年
３
月
４
日
）
は
、
平
成
30
年
が
戊
辰
戦

争
か
ら
一
五
○
年
の
節ふ

し

目め

の
年
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
開
催
し
た
テ
ー

マ
展
で
す
。

　

今
回
は
、
ま
ほ
ろ
ん
の
特
性
を
生
か
し
、

地
中
に
埋
も
れ
た
戦
争
の
痕こ

ん

跡せ
き

を
客

き
ゃ
っ

観か
ん

的て
き

に

取
り
扱
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
域
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
戊
辰
戦

争
の
激
戦
地
の
一
つ
で
、
小こ

峰み
ね

城じ
ょ
うの

攻
防

戦
、
二
本
松
城
の
落
城
と
少
年
隊
の
悲
劇
、

若
松
城
の
籠ろ

う

城
じ
ょ
う

戦
と
白

び
ゃ
っ

虎こ

隊た
い

の
悲
劇
な
ど

が
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
全
国
的
に
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
場
と
な
っ
た
、
こ
れ

ら
の
地
方
都
市
に
は
、
戊
辰
戦
争
後
、
耕
作

や
市
街
地
化
に
よ
り
、
当
時
の
戦
争
痕
跡
が

殆ほ
と
んど

残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
は
、
銃

じ
ゅ
う

砲ほ
う

弾だ
ん

・
焼や

け

壁か
べ

等
の
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
直

後
に
勃ぼ

っ

発ぱ
つ

し
ま
し
た
の
で
、
銃
砲
類
の
性
能

が
向
上
し
、
弓
や
火ひ

縄な
わ

銃じ
ゅ
う、

刀
や
槍や

り

で
戦
争

を
し
た
時
代
の
近
世
城

じ
ょ
う

郭か
く

は
時
代
遅
れ
で

し
た
。
そ
の
近
世
城
郭
に
代か

わ
る
砲
撃
戦
の

主
役
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
砲ほ

う

台だ
い

場ば

な
ど

の
陣じ

ん

地ち

で
し
た
。
こ
れ
ら
は
、交
通
の
要
所
、

峠と
う
げ

道み
ち

の
頂

ち
ょ
う

部ぶ

、
敵
の
城
郭
を
遠え

ん

隔か
く

射
撃
で

き
る
山
の
頂
上
等
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

記
録
に
残
っ
て
い
な
い
も
の
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
福
島
県
特
有
の
こ
う
し
た
遺
構

を
ど
う
保
存
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題

で
し
ょ
う
。

母成土塁跡の陣地遺構（猪苗代町）

若松城跡南面古写真（会津若松市所蔵）

福島県に
“国宝”は
いくつある？

　県内の文化財を分かりやすく

紹介するコーナー第１弾！

文：大山　孝正（専門学芸員）

之巻

シ
リ
ー
ズ

ふくしまの文化財を探る１

　皆さんは、「国宝」と「文化財」の違いってわかりますか？

　「国宝」とは、国指定の有形文化財（重要文化財）のうち、世

界文化の見地から特に価値の高いものを、あらためて「国民の宝」

として指定したものを言います。全国で

は、建造物や美術工芸品など、約 1,100

件ほどの国宝があり、このうち福島県内

では３つの国宝が指定されています。

　いわき市の願
がん

成
じょう

寺
じ

にある「白
しら

水
みず

阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

」は、平安時代末期の建物です。当

時流行した浄
じょう

土
ど

信
しん

仰
こう

（阿弥陀仏が支配する極
ごく

楽
らく

浄
じょう

土
ど

への生まれ変わりを祈る）

にもとづき、世界文化遺産の平
ひら

泉
いずみ

・中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

金
こん

色
じき

堂
どう

などの影響も受けています。

　湯川村の勝
しょう

常
じょう

寺
じ

にある「木
もく

造
ぞう

薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

及び両
りょう

脇
わき

侍
じ

像
ぞう

」は、平安時代初期の

作です。薬師如来像はほぼ一本のケヤキから彫られ

ており、当時の彫
ちょう

刻
こく

技術の高さをうかがわせます。

　会津美里町にある龍
りゅう

興
こう

寺
じ

所蔵の「一
いち

字
じ

蓮
れん

台
だい

法
ほ

華
け

経
きょう

開
かい

結
けつ

共
とも

」は、平安時代後期のものです。経
きょう

文
もん

の

一字一字が蓮
れん

台
だい

（蓮
はす

の花をかたどった台）に乗せて

書かれ、当時の人々の信仰の深さを表しています。

　いずれも、福島県が全国に誇る貴重な文化財です。ミニ知識として持っておくといいですね。

白水阿弥陀堂（願成寺提供）

勝常寺薬師如来坐像
（湯川村教育委員会提供）一字蓮台法華経開結共

（会津美里町教育委員会提供）

まほろん通信67号（入稿用）.indd   3 2018/04/12   12:00:25



まほろん
通信
vol.67 

平成 30 年４月 13 日発行

９:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

月曜日（月曜日が祝日・休日の場合にはその翌

日ですが、GW 及び夏休み期間中は開館します）

/ 国民の祝日の翌日（土・日曜日に当たる場合

は開館 /年末年始（12 月 28 日～１月４日）

無料（体験学習によっては、材料費が必要な場

合があります。）

開館時間

休 館 日

入 館 料

　　

　　〒 961-0835　福島県白河市白坂一里段 86

　　☎　0248-21-0700

　　fax 0248-21-1075

　　ホームページ　

お問い合わせ

　

ま
ほ
ろ
ん
通
信
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
と
連
動
し

な
が
ら
、
県
内
の
文
化
財
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い

ま
す
。
「
シ
リ
ー
ズ　

収
蔵
資
料
紹
介
」
の
他
、
今

号
か
ら
は
じ
ま
っ
た
「
シ
リ
ー
ズ　

ふ
く
し
ま
の
文

化
財
を
探
る
」
で
も
、
文
化
財
の
「
イ
ロ
ハ
」
か
ら

分
か
り
や
す
く
、
様
々
な
文
化
財
の
話
題
に
触
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

編集後記
まほろん掲示板

4/21（土）～ 6/17（日）

　企画展「ＪＯＭＯＮワンダーランド」

★お気軽にお問い合わせください！

4/28（土）文化財講演会１

　　　　　「縄文マジカル・ミステリー」

5/3（木）～ 5（土 )　ＧＷまほろんまつり

5/19（土）第１回館長講演会「未来への考古学」

5/26（土）縄文ポシェットづくり

6/16（土）文化財講演会２

　「縄文中期の集落 - 法正尻遺跡を中心に -」

6/17（日）第１回まほろん森の塾

6/24（日）土器づくり初級編

7/1（日）文化財保護活用基礎研修・専門研修

7/7（土）～ 9/2（日）企画展「縄文土器の逸品」

徳
と く

定
さ だ

Ａ子の
つぶやき

　今春、常設展示に初登場した

郡山市徳定Ａ遺跡出土の人面付

土器が自己紹介します。

文：笠井　崇吉（専門学芸員）

シ
リ
ー
ズ

収蔵資料紹介 27

　お初にお目にかかります。 あたし、 徳定 A 子 （仮名：性別不明） っ

ていうの。 まほろんの常設展示には、 初めて出させていただきまし

た。 今回は、 あたしのヒ ・ ミ ・ ツ、 少しだけお話するわね♪

　あたしが作られたのは、 今から 2,200 年くらい前の弥
やよ

生
い

時代の

中頃よ。 壺
つぼ

や鉢
はち

の表面に、 縁
ふち

どりのある細かい縄
なわ

目で四角や三角

や渦
うず

巻
まき

の紋
もん

様
よう

を描くのが流行したのを覚えているわ。 どこで作られ

たのか定かではないけれど、 東北新幹線の建設工事に先立って行

われた、 郡山市田村町の徳定 A 遺跡の発掘調査で見つかったのよ。

新幹線で郡山駅から東京方面へ出発してほどなく、 左手に見える

日大工学部を過ぎて阿武隈川を渡ったあたりが遺跡の位置よ。

　そもそも、 人
じん

面
めん

付
つき

土
ど

器
き

って何？ って話よね。 読んで字のごとく、 口の部分に人の顔を表現した頸
くび

の細い土器のことよ。 関東から北側の弥生時代の遺跡で多く見つかっているわ。 今のあたしは顔の

部分だけだけど、 本来は、 徳
とっ

利
くり

みたいな形をしていて、 高さ 30 ｃｍくらいの大きさがあったよう

な気がするの。 縄
じょう

文
もん

時代の土
ど

偶
ぐう

が祖型って考えられていて、 多くは目の周りに隈
くま

取
ど

があり、 口の周

りにヒゲのような表現があるわ。 え！ ヒゲヒゲが濃
こ

いって？ そうそう、 朝剃
そ

ったばかりなのに、 昼には

もうボーボーよって！　ちがーう！これは、 ヒゲヒゲじゃなくて、 文
いれ

身
ずみ

や化
けしょう

粧かもって話よ！

　弥生時代の初め頃から中頃にかけて、 東日本で流行した 「再
さい

葬
そう

墓
ぼ

」 っていうお墓から見つかること

が多いのよ。 「再葬墓」 っていうのは、 骨を集めて土器に納
おさ

め、 そのような土器を集めて埋
まい

葬
そう

する

お墓のスタイルね。 つまり、 人面付土器は、 骨
こつ

壺
つぼ

の可能

性があるってことね。 ただし、 どの再葬墓にも人面付土

器が入っているかっていうとそうではなくて、 県内の出土

例は、 私を含めてわずか６点よ。 今まで日の目をみなかっ

たあたしだけど、 意外に貴
きちょう

重だと思わない？ 

　こんなあたしに会いたくなったら、 常設展示室 「暮らし

のうつりかわり　弥生時代の食卓」 コーナーにお越しになっ

て。 待ってるわ♥
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